
● はじめに 

 新春にあたり、まず昨年、皆

様から土田のぶよしに、ご支援

を頂きましたこと、お礼申し上

げます。ありがとうございまし

た。おかげさまで、議会活動を

精力的にさせていただいていま

す。 

 合わせて、皆様のご健康とご

健勝をお慶び申し上げます。今

後とも、ご指導とご鞭撻をよろ

しくお願いします。心よりお礼

を申し上げ、新春のご挨拶と令

和４年の議会報告をさせていた

だきます。 

 

土田のぶよし 通信 
 

発行 土田のぶよし 

携帯 090-2834-8861 

Mail nobut2001@yahoo.co.jp 

令和５年１月発行 第４号 (1) 

令和４年議会報告 連絡先 越前市帆山町17-2-1 

私は、産業建設委員会に属し、副委員長を拝命しました。 

会派は、市民ネットワークに所属し、先般、市長に政策提案をしました 

新幹線新駅と周辺 
 駅舎は、約２年間の工事を経

て９月に完成。駅舎に隣接する

道の駅は、新幹線開業の１年前

倒しで、令和５年３月１８日 

にオープンが決まりました。２日間にわたり、北陸新幹線開業１年前

イベントが予定されています。 

 福井県では、令和６年春の北陸新幹線福井・敦賀開業に向けて、

「新幹線開業ウェルカムダンス」を制作しました。 

 新駅の地元、北日野地区では、このダンスを踊れるよう練習会を開

催し、開業1年前イベントや、開業時にお披露目し、県内外のお客様を

お迎えする準備をしています。 (参加者募集中です。) 

この「議会報告通信」は、政務活動費を使って作成しています。 

村国山から望む越前たけふ駅 

越前たけふ駅 

越前たけふ駅１階 北陸新幹線車両 新幹線開業ウェルカムダンス 



市は、越前市総合計画2023(案)を策定し、１２月議会に提案しました。今後

パブリックコメントで市民の意見をうけ、３月に策定の予定です。私の率直

な感想は、「短い策定期間の中で、大変、意欲的な『課題解決型』の総合計

画」が出来たと、評価をしています。今までとは、ちょっと違うな、新しい

風が吹きそうだとの期待が高まります。 

しかし、さらに計画に取り上げていただきたいこともあります。私は、より

良い総合計画にむけ、次の質問をしました。 

１２月議会で質問 

「つどい」で味噌づくり(平林町) 

課題解決型総合計画 

総合計画２０２３(案)策定  

みんなが幸せを実感する市政を推進 

ウェルビーイング 

令和５年１月発行 第４号 (2) 

狭あい(せまい)道路を、地域の力(ご近所の底力)で改善を 

 越前市は、大戦や福井大地震などの大きな災害にあっていないため、市内あちこちに狭隘道路が、そのまま

残り、その周辺に長年活用できていない空き地や、空き家が多く存在しています。私も、この選挙活動の中で

狭隘道路の多いことを改めて実感しました。総合計画に、「ご近所の力」をお借りした制度の創設(-新しい公

共- ご近所の底力事業)の創設を提案しました。提案した内容は、次の通りです。 

 ①ご近所の方々は、土地所有者に土地の寄付(土地の無償提供)をお願いし合意をとる。②区長は、これらの

寄付をとりまとめ、市につなぐ。③土地所有者は、市に用地の寄付をする。④自治振興会は、土地所有者等へ

お礼・謝礼をする。⑤市は、土地所有者から寄付を受け、登記の変更と道路の拡張工事の施工をする。また、

区長や自治振興会等から依頼のあった場合は、土地所有者がだれなのかの情報提供をする。市は、これらの役

割を制度化し、広く周知する 。             

市の回答は、「既に、この役割分担・制度化はできている」とのことです。ならば、

周知が課題です。周知をお願いしました。 

除 雪 が

困難 

デイサービスの

車が入りにくい 

この先の空き地や、

空き家が活用困難 



１００年人生健康で長寿プロジェクト ブラシュアップの提案 

全国 19.05% 

越前市 16.07% 

福井県 17.64% 

令和４年８月現在 

市からは、「介護予防の活動と合わせて、ブラシュアップし、越前市モデルを作っていきたい」との回答を

得ました。 

私は、次のような提案をしました。 

越前市は、つどいやサロン活動のお陰で要介護認定率が下

がっている。全国的に注目されている。さらに、「医療」

や「生きがいづくり」との連携を密にした取り組みをする

と、この長寿プロジェクトは、一層効果が顕著になり、世

界に誇れる取り組みになると思われる。 

越前市が、平成２７年以前と同様に国と変わらぬ要介護認

定率とすると、令和３年度の決算ベースで比較すると、現

状は、介護給付費の負担が、年間９億円から１０億円少な

くなっています。高齢者は、健康で長寿を喜び、支える側

も介護負担が少なくなり、ありがたいことです。 

８月豪雨９月議会で質問 即対応 １２月議会で回答 

令和５年１月発行 第４号 (3) 

８月６日 濁流の日野川 

２９年１０月 村国山からの土石流 

山中の孟宗竹の密集林 豪雨時

に、倒竹が谷で雨水をせき止め、

せき止めきれなくなった雨水が一

気に流れ、濁流化 する。 密集竹林の間伐 ウッドチッパーで処分 

私は、８月豪雨被害をもとにこの対応について９月議会

で一般質問しました。 

①日野川河川の堆積した土砂を取り去る土木工事をして

ほしい。②日野川右岸堤防で帆山町から村国１丁目の堤

防が低くなっているところ(霞提)のかさ上げをしていた

だきたい。③里山が荒れている。手入れしてある里山は

保水力が高い。治山(山の管理)は、公益性が高い。森林

環境譲与税などを活用し治山が必要と、市の考えをただ

しました。これは、市民の命・財産を守ること。行政の

一番大切なことと訴えました。 

９月議会答弁と、早速、12月議会の所信などで、次の回

答がありました。 

①土砂の堆積状況を調べ実施する。②県が、堤防のかさ

上げについて、本年度中に測量と設計を行う。また、松

ケ鼻園地は、芝生広場の芝生や駐車場の舗装が浮き上が

るともに、ゲートボール場に土砂が堆積するなどの被害

が発生した。これらの所要額 2 ,1 10万円を12月補正予算

案に計上した。③長期的な視点によるマスタープランを

作成し、計画的に森林整備を行う。 



令和５年１月発行 第４号 (4) 

吉野瀬川ダム視察 

吉野瀬川ダム完成イメージ  

ダム上流から下流を望む  

先般、越前市議会「市民ネットワーク」会派を中心に、吉野瀬川ダムの進捗につ

いて視察しました。 

吉野瀬川の流域では、昭和40年の台風をはじめ、平成16年の台風、平成18年の梅

雨豪雨などにより、多くの家屋や農地が広い範囲にわたり被害を受けてきまし

た。 吉野瀬川ダムは、このような吉野瀬川流域における洪水被害の軽減などを

目的とした治水ダムです。現在は、ダム本体工事および付替道路工事などを進め

ています。思いのほか、越前市街にとても近いダムでした。民間旅行者が企画す

るダムの建設現場の見学ツアーも出ているとのことです。なかなか見れない現場

です。よろしかったら、是非ご見学ください。 

ここに注目!!  私が楽しみ・ワクワクの総合計画  

文化県都宣言プロジェクト 

ここに注目!!  私が楽しみ・ワクワクの総合計画  

有機農業拡大プロジェクト 

２００４年にユネスコが提唱。文学・映

画・音楽・工芸・デザイン・メディアアー

ト・食文化の７つ分野から、世界で特色あ

る都市を認定するもの。認定された都市

は、この肩書を商業的にアピールできる。

申請は、日本では、文部科学省が所管する

日本ユネスコ国内委員会が窓口。日本で

は、１０都市が加盟認定されている。 

・「文化県都」を宣言 

県内随一の歴史と文化が息づく本市が、「文化県都」を宣言、地

域の宝を磨き、世界にアピールし、文化・芸術・産業の振興など

につなげる。 

・ユネスコ創造都市ネットワークへの加盟 

・越前国府の再生 

大国であった越前の国府は、本市の歴史・文化を示すシンボル。

国府再生に取り組む。あわせて、国府があったと推測されるエリ

アで、国府発掘事業を実施。 

ユネスコ 
創造都市ネットワーク つて ? 

越前市は、有機栽培は、県でトップ。コウノトリをシンボルとした

多様な生き物を育む自然共生型農業の先進地。 

国の「みどりの食料システム戦略」を活用して、県や民間企業と連

携し、高付加価値な有機農業をさらに推進する。 

注目されている。本市は、コウノトリ保護のいくつもの物語がある。この暖かい

人々の物語を有機農産物の商品開発に生かしたい。 

矢船町と白山のくちばしの折れたコウノトリ 

私たちの越前市は、古くから越の国の交通、経済、文化の中心地(越の都)として栄え、国府が置かれてからはさら

に政治の中心地となった。これは、長期にわたる。しかし、地方政治・経済・文化・交通の中心地であったがため

に、戦いに巻き込まれ貴重な文化財や歴史資料を失った。最も痛ましいのは、織田信長が、朝倉征伐と一向一

揆制圧のため、二度にわたり越前市域に入ってきたことだ。主要な建物や寺院が灰と化した。でも私たちは、

貴重な文化財や歴史資料を完全に失ってしまったわけではない。これらの宝の山の上にいるのだ。磨けば磨く

ほど、本物の宝になっていくものばかりだ。明らかにすることは、私たちが、郷土の一員として先人の残して

くれた文化を受けつぎ、ふるさとに愛着と誇りを持つためにも大切なことだ。 

・のぶよしの意見 

・のぶよしの意見 

 山田市長の元、総合計画２０２３を策定中で、この理念

は「ウェルビーイング(幸せの実感)」です。私は「物の豊

かさ」より、真に大切なのは「心の豊かさ」と、思ってい

ます。「もの」から「人の気持ち・幸せ感」を、越前市の

指標に掲げる計画です。なんとも期待が膨らみます。 

 皆様の生活や働きやすい環境にむけ、さらに、幸せを運

ぶ「コウノトリ」にあやかり、「幸せが実感」できる越前

市政にむけ取り組んで参ります。今後ともよろしくお願い

します。 

● おわりに 

有機農産物は、「持続可能」「安全で安心」の視点から、国内はもちろん欧米や中国からも 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E5%AD%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%A0%E7%94%BB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%A0%E7%94%BB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9F%B3%E6%A5%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B7%A5%E8%8A%B8

